
データ分析の
3つのパターン
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Be,Will be,Should be
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★be「・・・である」分析：

ピボットテーブル、クロス集計
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ピボットテーブルとは
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ピボットテーブルは、お互いに関連し合う統計を比較する
時に使用されます。特に集計する値の数値が多く、各値に
ついての複数の要因を比較する時に効果を発揮します。大
量のデータを持つ表から必要な項目を選択して、縦軸と横
軸を交差させた集計表を作成できます。例えば、縦軸に
「商品名」、横軸に「店舗」の項目を配置してそれぞれの
「売上」を集計できます。
また小計や総計を計算する時にも使用されます。



ピボットテーブルの特徴
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＊大量のデータを簡単に集計できる。
＊集計結果を異なる観点から分析できる。
＊関心ある項目の詳細を表示できる。
＊対話型なのでデータの切り替えが楽にできる。
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挿入ピボットテーブル
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課題①完成例
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★will be「・・・となるであろう」分析:

近似曲線追加、時系列分析、回帰分析
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②2次関数
多項式＝＞２



課題②完成例
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棒グラフを
右クリック
近似曲線の追加



★should be「・・・すべきである」分析:

並び替え、条件付き書式、データバー、
アイコンセット、ABC分析
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課題③完成例
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＝B18*C18
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